














要約 

乳児ビタミン K(VK)欠乏性出血症の全国での罹患状況を知るため全国の主要病院小児科を

対象にアンケート調査を行なった。その結果昭和 60年 7 月 1 日より昭和63 年 6月 30 日ま

での 3年間に特発性VK 欠乏症 129 例,2 次性 28例,ニアミス例 18 が報告された。この内特

発性の報告数は年間43 例となったが,アンケートに対する回答率などを勘案すると本症の

罹患率は出生 10 万対 4.3 となって昭和 53-55年に比較して 23.9%に減少した。このような

減少は VK 予防投与の普及によるものと考えられるが、報告例のなかには VK の予防投与に

もかかわらず発症している例があり,この点が注目される。 


